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県
商
工
会
連
合
会
は
六
月
五
日
、
中
小
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
理
事
会（
役
員
会
・
会
長
会
議
）を
開
催
し
、
平
成
二
十
一

年
度
事
業
の
推
進
策
や
組
織
体
制
等
に
つ
い
て
協
議
し
、
連
合
会

内
に「
商
工
会
組
織
強
化
活
動
推
進
本
部
」を
設
置
し
、
役
職
員
が

一
丸
と
な
っ
た
巡
回
訪
問
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
な
ど
を
決
め
た
。

　
「
商
工
会
組
織
強
化
活
動
推
進

本
部
」
は
、
商
工
会
の
基
盤
強
化

を
図
る
た
め
の
企
画
・
実
践
の
中

核
組
織
と
し
て
①
徹
底
し
た
巡
回

訪
問
に
よ
る
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
②
会
員
増
強
運
動
の
強
化
③

共
済
事
業
の
加
入
促
進
な
ど
の
基

幹
的
な
諸
活
動
を
強
力
に
推
進
す

る
た
め
設
置
を
し
た
も
の
。

　

そ
の
推
進
本
部
の
組
織
は
、
商

工
会
の
役
職
員
ら
約
三
十
名
か
ら

な
る
総
合
推
進
本
部
と
職
員
に
よ

る
幹
事
会
で
構
成
さ
れ
、
商
工
会

長
等
の
推
薦
に
基
づ
き
、
連
合
会

長
が
委
嘱
又
は
任
命
す
る
。

　

例
え
ば
会
員
増
強
や
共
済
事
業

の
加
入
促
進
は
、
組
織
力
の
強
化

や
自
主
財
源
の
確
保
な
ど
に
つ
な

が
る
。
よ
り
一
層
の
成
果
を
上
げ
て

い
く
た
め
、
役
員
と
職
員
が
チ
ー
ム

を
組
み
事
業
所
を
巡
回
訪
問
す
る
な

ど
の
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
た
取
り

組
み
が
必
要
と
い
っ
た
戦
略
の
企
画

立
案
を
行
う
と
す
る
も
の
。

　

そ
の
他
、
当
面
す
る
事
業
や
委

員
会
組
織
の
変
更
な
ど
二
十
一
年

度
の
事
業
全
般
に
つ
い
て
協
議
を

行
っ
た
。

商工
春
秋
▼
パ
チ
ン
コ
の

景
品
用
Ｃ
Ｄ

の
人
気
が
高
ま
り
つ
つ

あ
る
。
こ
れ
は
、
大
手
パ
チ
ン

コ
チ
ェ
ー
ン
が
三
十
代
～
四
十

代
の
顧
客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し

て
、
音
楽
制
作
会
社
に
企
画
を
持

ち
込
み
実
現
し
た
▼
音
楽
制
作

会
社
に
と
っ
て
は
、
三
十
代
～

四
十
代
の
顧
客
の
音
楽
に
対
す

る
嗜
好
性
に
つ
い
て
読
み
取
れ
、

パ
チ
ン
コ
チ
ェ
ー
ン
店
に
と
っ

て
は
、
他
店
と
景
品
に
お
い
て

差
別
化
を
図
れ
一
挙
両
得
、
Ｗ

Ｉ
Ｎ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
の
関
係
▼
交
換
価

格
は
二
千
円
か
ら
三
千
円
相
当

で
あ
る
が
、
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
で
は
一
万
円
前
後
で
取
引
さ

れ
て
い
る
ら
し
い
▼
異
業
種
の

試
み
の
商
品
が
ヒ
ッ
ト
し
、
結

果
的
に
音
楽
会
社
で
は
商
品
化

に
踏
み
切
っ
た
▼
経
済
対
策
で

も
の
づ
く
り
企
業
の
試
作
品
作

り
に
対
し
て
三
分
の
二
を
助
成

す
る
施
策
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

沢
山
の
事
業
者
が
そ
の
公
募
説

明
会
に
参
加
し
た
▼
も
の
づ
く

り
は
富
山
県
産
業
の
中
核
で
あ

る
。
事
業
採
択
さ
れ
た
試
作
品

が
景
品
用
Ｃ
Ｄ
の
よ
う
に
消
費

者
に
受
け
入
れ
ら
れ
事
業
化
さ

れ
る
こ
と
を
願
い
た
い
。

「
商
工
会
組
織
強
化
活
動

　
　
　
　
推
進
本
部
」を
設
置 

　

 

役
員
・
職
員
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
巡
回
訪
問
を
強
化

組織強化活動のイメージ

推 進 本 部

・戦略の企画立案
・実践指導

商　工　会

・チーム編成（役員・職員）
  による巡回
・職員ごとの目標設定

・実施状況の点検、個別指導、
  人事評価への反映
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●
全
国
連
会
長
就
任
に
あ
た
っ
て

の
抱
負
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　

会
長
に
選
任
さ
れ
る
際
、私
は
、

三
つ
の
約
束
を
致
し
ま
し
た
。

①
百
万
人
会
員
の
声
に
真
摯
に

耳
を
傾
け
、
各
連
合
会
長
と

熱
い
議
論
を
交
わ
し
全
国
連

の
か
じ
取
り
を
す
る
こ
と
。

②
全
国
連
が
真
の
経
営
改
善
と

地
域
振
興
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク

（
知
恵
袋
）
と
な
る
よ
う
機

能
強
化
を
図
る
こ
と
。

③
政
府
に
大
胆
に
政
策
提
言
を

し
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
運

動
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
。

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
任
期
中
、

初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の

実
現
の
た
め
に
意
を
尽
く
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
中
小
企
業
の
現
状
に
つ
い
て
、

ど
う
み
ま
す
か
。

　

後
継
者
不
足
や
大
型
店
の
進
出

で
廃
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
企
業

が
後
を
た
た
な
い
中
で
、
世
界
的

な
金
融
・
経
済
危
機
に
よ
る
不
況

に
見
舞
わ
れ
、
各
機
関
に
よ
る
景

況
調
査
で
も
、
昨
年
夏
以
降
、
史

上
最
低
の
業
況
水
準
が
続
い
て
い

ま
す
。

　

私
の
地
元
の
富
山
県
で
も
、
製

造
業
に
お
け
る
極
端
な
生
産
の
落

ち
込
み
や
雇
用
情
勢
の
悪
化
が
深

刻
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
国
の
有

効
な
経
済
対
策
を
期
待
す
る
と
と

も
に
、
商
工
会
に
お
け
る
経
営
支

援
機
能
の
強
化
を
更
に
進
め
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

●
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み（
改
革
）

を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
か
。

　

一
つ
は
、
地
域
の
会
員
企
業
の

課
題
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
し
っ
か

り
と
全
国
連
ま
で
伝
わ
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
会
議
の
あ
り
方
に
し

て
も
、
東
京
の
事
務
所
で
連
絡
会

議
を
開
く
だ
け
で
な
く
、
地
域
毎

に
会
合
を
開
き
、
重
要
課
題
に
特

化
し
て
、
掘
り
下
げ
た
議
論
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
一
つ
の
方

法
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
商
工
会
の
原
点

は
、
会
員
企
業
を
巡
回
し
、
経
営

相
談
・
指
導
を
行
う
こ
と
に
あ
り

ま
す
の
で
、
こ
れ
を
徹
底
し
、
地

域
で
今
以
上
に
頼
り
に
さ
れ
る
組

織
を
目
指
す
こ
と
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
職
員
の
意
欲
喚
起
と
役

員
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
啓
発
に

重
点
を
お
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

●
会
員
事
業
者
、
商
工
会
役
職
員

に
向
け
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

極
め
て
厳
し
い
経
済
環
境
の

全
国
商
工
会
連
合
会
石
澤
新
会
長
就
任
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

全
国
商
工
会
連
合
会
石
澤
新
会
長
就
任
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

全
国
商
工
会
連
合
会
石
澤
新
会
長
就
任
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

全
国
商
工
会
連
合
会
石
澤
新
会
長
就
任
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

経
営
支
援
機
能
の
更
な
る
強
化
を
図
る

経
営
支
援
機
能
の
更
な
る
強
化
を
図
る

経
営
支
援
機
能
の
更
な
る
強
化
を
図
る

全
国
商
工
会
連
合
会

全
国
商
工
会
連
合
会

石
澤
新
会
長
ら
が
総
理
官
邸
、自
民
党
本
部
等
を
訪
問

　

五
月
二
十
九
日
に
開
催
さ
れ

た
全
国
商
工
会
連
合
会
通
常
総

会
に
お
い
て
選
出
さ
れ
た
石
澤

義
文
新
会
長
と
清
家
孝
前
会
長

は
、
六
月
四
日
、
会
長
交
代
の

挨
拶
を
兼
ね
て
総
理
官
邸
に
麻

生
総
理
大
臣
を
訪
ね
、
引
き
続

き
地
域
の
中
小
企
業
支
援
を
要

請
し
た
。
ま
た
同
日
、
そ
れ
に

併
せ
、
細
田
自
民
党
幹
事
長
、

保
利
自
民
党
政
調
会
長
、
二
階

経
済
産
業
大
臣
、
尾
身
元
財
務

大
臣
、
櫻
田
自
民
党
経
済
産
業

部
会
長
、
伊
藤
自
民
党
中
小
企

業
調
査
会
長
、
高
市
経
済
産
業

中
、
今
こ
そ
商
工
会
の
真
価
が
問

わ
れ
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
な
か
、

全
国
百
万
人
会
員
に
対
し
て
、
取

り
組
む
べ
き
課
題
は
多
く
、
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
全
国

の
仲
間
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
こ

の
難
局
を
乗
り
切
る
た
め
に
全
力

を
傾
け
る
所
存
で
す
の
で
、
ご
指

導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

副
大
臣
、
吉
川
経
済
産
業
副
大

臣
、
長
谷
川
中
小
企
業
庁
長
官

等
を
自
民
党
本
部
な
ど
に
訪
ね

同
様
の
要
望
を
行
っ
た
。

左から清家前会長・石澤会長・
麻生首相・松村経産大臣政務官
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県
の「
と
や
ま
の
未
来
を
つ
く
る
子
育
て
支

援
そ
の
他
の
少
子
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
条

例
」が
制
定
さ
れ
、
次
世
代
育
成
対
策
推
進
法

に
基
づ
く
一
般
事
業
主
行
動
計
画
の
策
定
を
従

業
員
五
十
一
人
以
上
の
企
業
に
義
務
付
け
る
な

ど
、
県
民
総
参
加
で
子
育
て
支
援
・
少
子
化
対

策
に
取
り
組
む
必
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。

　平成 10 年以来 11 年ぶりとなる県の６月補正予算が編成されました。
　そのうち、商工関係予算の概要は以下のとおりです。

（拡）緊急雇用創出基金事業	 	 　　５，７４７，８２０千円
　　＊国補正による緊急雇用創出基金の積み増し等
（拡）仕事と子育て両立支援推進員派遣事業	 	 　６，０００千円
　　＊中小企業の「一般事業主行動計画」の策定推進のため、企業訪問を強化
（拡）公共職業訓練費	 	 	 	 　１，８５０千円
　　＊オーダーメイド型訓練の増枠
（拡）緊急雇用安定対策職業訓練事業費	 	 ８１，７６８千円
　　＊民間委託訓練コースの拡大、巡回就職支援指導員追加配置等
（新）知的財産取得奨励事業	 	 	 　２，２７３千円
　　＊特許出願・取得状況の調査、支援制度の調査等を実施するため、特許
　　　取得支援員を配置
（新）知的クラスター成果ＰＲ事業　　　　　　	 　２，４００千円
　　＊知的クラスター創成事業に企業の参画を促進するため、コーディネー
　　　ター補助員を配置
（拡）経済実態調査事業	 	 	 	 　２，０００千円
　　＊経済情勢の適宜把握のため県内企業を対象にした経済実態調査を実施
（新）産学連携プロジェクト推進支援事業	 	 　４，２０１千円
　　＊産学連携プロジェクトの業務実施体制を強化するため、プロジェクト
　　　推進員を配置
（拡）工業技術センター研究開発等支援業務	 	 　１，９５６千円
　　＊新たに取り組む研究事業等の作業補助のため、研究支援員を配置
（新）中小企業金融支援事業　　　　　　　　　	 　１，２００千円
　　＊金融関係データの整理業務を行うため、事務員を配置
（新）下請企業緊急実態調査　　　　　　　　　	 　２，１４５千円
　　＊県内下請企業の実態を的確に把握するため、現行の調査を拡充して実施
（新）中小企業支援制度利活用促進費　　　　　	 　２，３９０千円
　　＊中小企業支援制度の利活用を図るため、企業を訪問してアドバイス等
　　　を行う促進員を配置
（新）「ものづくり総合見本市ｉｎとやま（仮称）」ＰＲ業務委託事業　７８０千円
　　＊来年度に開催予定のイベントのＰＲを実施
（新）県内企業採用動向調査　　　　　　	 	 １５，２００千円
　　＊県内企業 2,200 社を対象に新規学卒者等の採用ニーズ調査を実施
（新）｢とやまワークガイド（仮称）｣ 作成事業	 　８，８０７千円
　　＊雇用情報をワンストップで閲覧できるＨＰを作成
（新）とやまマイスターデータ化事業　　　　　	 　 １，７０３千円
　　＊技能継承塾や職業訓練等に活用するため、技能士情報のデータベース
　　　化等を実施
（新）富山県委託訓練サポート事業	 	 	 　４，８８４千円
　　＊職業訓練事業の事務補助員を配置
（拡）中小企業制度融資資金　　　　　	 　　２，５００，０００千円
　　＊緊急経営改善資金（借換資金）の新規融資枠の拡大（100 億円）

拡

新

拡

拡

拡

新

新

拡

拡

新

新

新

新

新

新

新

新

拡

　

条
例
で
は「
誰
も
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
生

み
、
育
て
る
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
を
持
つ
喜

び
を
実
感
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
は
、

地
域
社
会
を
維
持
し
、
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は

不
可
欠
で
あ
る
」と
し
、
県
民
・
企
業
・
行
政

等
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
い
な
が
ら
、
子

育
て
支
援
・
少
子
化
対
策
に「
県
民
総
参
加
」で

取
り
組
む
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　

企
業
に
対
し
て
は
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
を

図
る
よ
う
雇
用
環
境
の
整
備
に
努
め
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
企
業
が
、
仕
事
と
家
庭
の

両
立
を
進
め
る
目
標
等
を
少
な
く
と
も
一
つ
定

め
る「
行
動
計
画
」の
策
定
義
務
の
範
囲
に
つ
い

て
、法
で
は
従
業
員
百
一
人
以
上
と
し
て
い
る
が
、

条
例
で
は
五
十
一
人
以
上
に
拡
大
し
て
い
る
。

　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
さ
れ
、

企
業
に
お
け
る
行
動
計
画
策
定
の
規
定
は
、
平

成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
の
施
行
と
な
る
。
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創 業 塾
　　　一般コース

受講者
募集

対 象

場 所

募集定員

申込先

現在創業準備中、または将来的には創業や
独立開業に興味をお持ちの方、あるいは創
業して間もない方であればどなたでも受講で
きます。
県中小企業研修センター

40 名 受講料 5,000 円

富山県商工会連合会 
（富山市赤江町 1-7　☎ 076-441-2716）

2009『富山県商工会連合会創業塾（一般コース）』
カリキュラム「全10講座」

8/ 1 

8/ 1 

8/ 4 

8/ 6 

8/ 8

8/ 8

8/11

8/20

8/22

8/22

「プチ起業の基本、夢を叶える
　　　　　　　ライフプラン」

「創業時に必要な税務の
　　　　　　　　 基礎知識」

「プチ起業のアイデアづくり」

「マーケティング戦略を
　　　　　　　　立てる」

「起業に向けた資金調達方法」

「IT活用によりプチ起業を
　　　　　バージョンアップ」

「プチ起業をビジネスプラン
　　　　　　　　 に乗せる」

18:00～21：00

18:00～21：00

18:00～21：00

18:00～21：00

火

火

木

木

　
「
特
産
品
ク
リ
ニ
ッ
ク
事
業
」

は
、
生
産
者
や
製
造
者
等
と
各

分
野
の
専
門
家
が
直
接
そ
の
特

産
品
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
課

題
や
問
題
等
を
抽
出
を
し
て

改
善
点
を
明
確
に
す
る
こ
と

で
、
買
い
手
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
「
売
れ
る
特
産
品
づ
く
り
」

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

実
施
す
る
も
の
で
、
対
象
特
産

品
と
し
て
は
①
現
在
、
新
商
品

の
開
発
や
既
存
商
品
の
改
良
を

行
っ
て
い
る
も
の
、
ま
た
は
、

そ
の
予
定
の
も
の
②
消
費
者

  
特
産
品
開
発
等
を
支
援
し
ま
す
！

＝
各
分
野
の
専
門
家
が
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
＝

　

県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
県
内
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
商
品
開

発
や
既
存
商
品
の
改
良
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
者
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
目
的
に
「
特
産
品
ク
リ
ニ
ッ
ク
事
業
」
を
実
施
し
て
い
る
。

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
商
品
づ
く
り

に
悩
ん
で
い
る
も
の
③
販
路
拡

大
を
計
画
し
て
い
る
も
の
な
ど

を
予
定
し
て
い
る
。

　

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
た
い
内
容
に
応
じ
て
、

専
門
家
（
商
品
開
発
・
特
産
品

支
援
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
等
）
を
選

定
し
、
個
別
的
に
相
談
指
導
を

受
け
ら
れ
る
。

　

申
込
方
法
な
ど
詳
細
に
つ
い

て
は
、
最
寄
り
の
商
工
会
へ
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

企
業
が
保
有
す
る
経
営
資
源

（
人
・
も
の
・
金
・
情
報
）
と
り

わ
け
企
業
の
強
み
を
活
か
し
た
経

営
戦
略
の
構
築
等
に
つ
い
て
、
具

体
的
な
事
例
を
用
い
な
が
ら
、
わ

か
り
や
す
く
説
明
致
し
ま
す
。
是

非
ご
参
加
下
さ
い
。
ま
た
、
セ
ミ

ナ
ー
終
了
後
に
は
個
別
相
談
会
を

行
い
ま
す
。

●
経
営
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー

・
日　

時

　
　

七
月
二
十
九
日（
水
）

　
　

 

午
後
一
時
三
十
分
～
三
時

・
場　

所

　
　

中
小
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー

・
講　

師

　
　

Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　

   

吉
田　

誠
氏

・
テ
ー
マ

　
　

強
み
を
活
か
す
経
営

・
定　

員

　
　

四
十
名

●
個
別
相
談
会

　
　
　

   

午
後
三
時
～
五
時

＊
申
込
方
法
な
ど
詳
細
に
つ
い
て

は
、
富
山
県
商
工
会
連
合
会
広
域

指
導
課
（
☎
〇
七
六
｜
四
四
一
｜

二
七
一
六
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

企
業
の
強
み
を
活
か
し
た

　
　

 

経
営
戦
略
の
構
築
を
！
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商工貯蓄共済制度
ひとつの掛金で３つの備え

生命
保障
生命
保障貯 蓄 融 資貯 蓄 融 資

企業の繁栄に 特別増強運動展開中 !

● お申し込み・お問い合わせは地元の商工会へ ●

　

昨
年
秋
か
ら
の
経
済
・
雇
用
情

勢
の
悪
化
に
よ
り
、
新
規
学
校
卒

業
者
の
就
職
状
況
に
つ
い
て
も
厳

し
さ
を
増
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
県
及

び
労
働
局
で
は
、
二
十
一
年
三

月
卒
業
の
就
職
未
決
定
者
に
対
す

る
支
援
を
引
き
続
き
行
う
と
と
も

に
、
現
在
就
職
活
動
を
行
っ
て
い

る
来
春
の
大
学
等
卒
業
予
定
者
に

対
し
て
は
、
合
同
企
業
説
明
会
・

面
接
会
を
実
施
し
、
高
校
卒
業
予

定
者
に
対
し
て
は
、
高
卒
就
職
ジ

ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
求
人
開

拓
や
就
職
支
援
等
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
。
そ
の
卒
業
予
定
者

の
多
く
は
地
元
企
業
で
の
就
職

を
強
く
希
望
し
て
お
り
、
大
変

厳
し
い
経
済
環
境
で
は
あ
る
が
、

企
業
の
長
期
的
発
展
の
た
め
に

も
、
将
来
を
担
う
若
い
人
材
の

正
規
採
用
は
不
可
欠
で
あ
る
。

就職支援に対する要望

ネ
ッ
ト
de
記
帳
体
験
セ
ミ
ナ
ー 

を
開
催
し
て
い
ま
す

　

県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
経
営
管
理
の
ツ
ー
ル
と
し
て
商
工
会
推
奨
の
経
理

ソ
フ
ト
「
ネ
ッ
ト
de
記
帳
」
を
位
置
づ
け
、
会
員
事
業
所
に
よ
る
自
計
を
推
進
し
て
お
り
、
随
時
、

各
商
工
会
に
お
い
て
「
ネ
ッ
ト
de
記
帳
体
験
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
て
い
く
。

開
放
さ
れ
、
従
来
の
会
計
ソ
フ
ト
と
比
較
す

る
と「
簡
単
・
便
利
」な
の
が
特
徴
。
ま
た
、

自
計
し
た
い
が
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
や
経
理
処

理
に
不
安
が
あ
る
場
合
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
経
由
で
商
工
会
と
情
報
共
有
す
る
こ
と
も

　
「
ネ
ッ
ト
de
記
帳
」は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

帳
簿
入
力
や
集
計
が
で
き
る
中
小
企
業
向
け
の

会
計
シ
ス
テ
ム
。
利
用
者
は
、
パ
ソ
コ
ン
へ
の

ソ
フ
ト
導
入
や
不
測
の
事
態
へ
の
対
応（
デ
ー

タ
ー
コ
ピ
ー
）な
ど
、
面
倒
な
作
業
か
ら
一
切

可
能
で
、
最
寄
り
の
商
工
会
職
員
の
支
援
を

受
け
る
こ
と
で
安
心
し
て
利
用
で
き
る
。

　

ネ
ッ
ト
de
記
帳
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

や
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
商
工

会
ま
で
。

◆
ネ
ッ
ト
de
記
帳
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ

https://w
w

w
5.shokoren-toyam

a.or.jp

簡
単
で
便
利
！

燃
料
費
等
の
コ
ス
ト
軽
減
に
向
け
て
！

「
省
エ
ネ
推
進
委
員
会
」を
設
置

＝
小
規
模
事
業
者
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
推
進
事
業
＝

　

企
業
を
巡
る
経
営
環
境
は
厳
し

く
、
コ
ス
ト
削
減
が
必
達
目
標
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
地
球
温
暖
化

の
防
止
に
向
け
た
企
業
の
取
組
み

も
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
、こ
の
事
業
は
、

県
連
合
会
が
委
嘱
を
し
た
専
門
家

と
経
営
指
導
員
が
チ
ー
ム
を
編
成

し
て
、
実
際
に
事
業
所
を
訪
問
。

動
力
機
器
な
ど
の
使
わ
れ
方
な
ど

を
診
断
し
、
燃
料
費
等
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
コ
ス
ト
軽
減
に
向
け
た
省
エ

ネ
提
案
を
事
業
者
に
対
し
て
行
っ

て
い
く
も
の
。

　

そ
の
「
省
エ
ネ
推
進
委
員
会
」

は
、
有
識
者
で
構
成
さ
れ
、
省
エ

ネ
推
進
の
た
め
の
方
策
や
推
進
上

で
の
課
題
等
に
つ
い
て
調
査
研
究

す
る
と
と
も
に
、
省
エ
ネ
対
策
実

施
企
業
へ
の
助
言
に
協
力
す
る
こ

と
を
目
的
に
設
置
す
る
。

　

ま
た
、
省
エ
ネ
推
進
の
た
め
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
手
引
き
の
作
成

な
ど
も
行
う
。

　

省
エ
ネ
診
断
を
希
望
さ
れ
る
方

や
関
心
を
お
持
ち
の
方
は
、
お
気

軽
に
最
寄
り
の
商
工
会
へ
ご
相
談

下
さ
い
。
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北
陸
新
幹
線
の
開
業
を
に
ら
み

　
　

  「
国
の
観
光
圏
の
認
定
」
を
受
け
る

　

魚
津
、
黒
部
、
滑
川
、
入
善
、
朝
日
の
三
市
二
町
は
、
平
成
二
十
六

年
度
の
北
陸
新
幹
線
の
開
業
を
に
ら
み
、
連
泊
型
の
観
光
地
を
作
り
上

げ
新
川
地
域
の
活
性
化
に
繋
げ
よ
う
と
、二
月
に「
富
山
湾
・
黒
部
峡
谷
・

越
中
に
い
か
わ
観
光
圏
協
議
会
（
会
長
・
堀
内
黒
部
市
長
）」
を
設
立
し
、

四
月
下
旬
に
県
内
で
初
め
て
国
の
観
光
圏
の
認
定
を
受
け
た
。

　

観
光
圏
と
は
、
複
数
の
自
治
体
に
よ
る
広
域
の
滞
在
型
観
光
を
意
味

し
、
政
府
は
「
観
光
立
国
」
を
掲
げ
て
い
る
。
観
光
圏
に
認
定
さ
れ
れ

ば
、国
か
ら
二
年
間
（
最
大
五
年
間
）
財
政
支
援
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
。

　

に
い
か
わ
地
域
は
、
黒
部
峡
谷
を
は
じ
め
、
蜃
気
楼
や
ホ
タ
ル
イ
カ

な
ど
県
内
有
数
の
観
光
資
源
を
持
ち
、
同
協
議
会
で
は
本
年
度
か
ら
滞

在
型
観
光
の
実
現
に
向
け
た
数
々
の
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。

　
「
呉
羽
い
き
い
き
バ
ス
」
は
、
呉
羽
商
工
会
（
当
時
）
が
、
呉
羽

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
を
目
指
し
、
自
治
振
興
会
や
諸
団
体

と
連
携
し
な
が
ら
、事
業
運
営
主
体
の
㈲
ま
ち
づ
く
り
公
社
呉
羽（
田

畑
宏
継
社
長
）
を
設
立
さ
せ
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
本
格
自
主
運
行
を
平
成
十
七
年
四
月
に
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
も
の
で
、
今
年
で
五
年
目
を
迎
え
る
。

　

そ
の
間
、
地
域
住
民
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ

な
が
ら
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
そ
の
運
行
・
運
営
を
行
っ
て
き

た
。
現
在
収
支
は
安
定
し
て
き
て
い
る
。

　

今
後
も
、
交
通
弱
者
で
あ
る
高
齢
者
の
通
院
・
買
物
及
び
学
生
の

通
学
等
の
交
通
手
段
を
確
保
し
、住
民
の
要
望
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、

安
定
経
営
に
努
め
、
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
し

て
い
る
。

〜
年
間
利
用
者
五
万
人
超
に
〜 

女性部活動について
発表する小松さん

　

女
性
部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
と
し
て
、

松
崎
地
域
計
画
本
舗
代
表
の
松

崎
了
三
氏
を
お
招
き
し「
地
方
ま

る
ご
と
！
魅
力
再
発
見
」と
い
う

テ
ー
マ
で
講
演
い
た
だ
い
た
。
松

崎
氏
は
、高
知
県
の
馬
路
村
を「
ゆ

ず
」を
活
用
し
て
知
名
度
ア
ッ
プ

を
図
っ
た
経
験
か
ら「
事
業
を
遂

行
す
る
に
は
女
性
の
感
性
は
重
要

で
あ
り
、
そ
の
地
域
に
し
か
な
い
も

の
を
見
つ
け
出
し
、
商
売
に
お
い
て

も
自
分
ら
し
さ
を
そ
れ
ぞ
れ
見
つ
け

て
欲
し
い
」と
講
演
。

　

主
張
発
表
県
大
会
と
し
て
は
、

県
内
四
ブ
ロ
ッ
ク
を
代
表
す
る
四

名
が
、日
頃
の
女
性
部
活
動
等
を
、

十
分
間
で
発
表
を
行
っ
た
。
最
優

秀
賞
に
は
、
小
松
良
江
さ
ん（
津

沢
）が
選
ば
れ
、
七
月
に
三
重
県

で
開
催
さ
れ
る
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
に
出
場
す
る
。

　

小
松
さ
ん
は
、
津
沢
商
工
会
女

性
部
が
行
っ
て
い
る
ベ
ン
チ
ャ
ー

キ
ッ
ズ
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
の
運
営

か
ら
、「
地
域
の
伝
統
へ
の
理
解

や
住
民
と
の
つ
な
が
り
を
ベ
ン

チ
ャ
ー
キ
ッ
ズ
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

を
通
じ
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
。
自
分
た
ち
が
楽
し
ん
で
地
域

作
り
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」と

今
後
の
地
域
活
性
化
に
向
け
て
の

意
気
込
み
を
発
表
し
た
。

　

主
張
発
表
県
大
会
の
結
果
は
次

の
と
お
り
。

▽
最
優
秀
賞（
知
事
表
彰
）

＝
小
松
良
江【
津　

沢
】

▽
優
秀
賞（
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
）

＝
平
井
陽
子【
上
市
町
】

▽
優
良
賞（
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
長
表
彰
）

＝
野
城
康
子【
富
山
市
北
】

＝
吉
田
明
美【
高
岡
市
】

　

県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
（
夏
野
麗
子
会
長
）
は
、
六
月
二
十
三
日

に
と
や
ま
自
遊
館
に
お
い
て
女
性
部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
・
主
張
発
表
県
大
会

を
開
催
し
た
。
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 平成20年度商工会元気推奨優良店　全国商工会連合会長賞

美濃吉（みのきち）　代表　岡部　利次
住所／小矢部市綾子 512-1　電話／ 0766-68-1424　営業時間／17：00 ～ 22：00 　定休日／毎週日曜日（但し予約があれば営業致します）

 気くばり・気働きを
　　　　　モットーに！！

　
「
新
・
が
ん
ば
る
商
店
街
七
七

選
」
は
商
店
街
の
活
性
化
に
向
け

た
モ
デ
ル
と
な
る
ユ
ニ
ー
ク
事
例

を
全
国
に
紹
介
し
、
普
及
や
展
開

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
国
が
選
定

し
て
い
る
も
の
で
、
今
回
が
平
成

十
八
年
に
続
く
第
二
弾
と
な
る
。

　

選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
社
会
的

弱
者
・
環
境
へ
の
配
慮
を
し

た
商
店
街
づ
く
り
や
地
域

住
民
と
連
携
し
た
ま
ち
づ

く
り
な
ど
が
ポ
イ
ン
ト
と

な
っ
て
い
る
。

　

今
回
選
ば
れ
た
富
山
市

八
尾
町
の
上
新
町
商
店
街

は
、
全
国
的
に
有
名
な
「
お

わ
ら
風
の
盆
」
期
間
以
外
の

賑
わ
い
創
出
が
課
題
。
障
害

者
の
経
済
的
基
盤
づ
く
り

を
考
え
て
い
た
社
会
福
祉

法
人
と
商
店
街
が
連
携
し
、

空
き
店
舗
を
活
用
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
「
工
房
風

の
た
よ
り
」（
街
な
か
の
障
害
者

就
労
支
援
の
場
）、
観
光
物
産
館

「
風
の
館
な
り
ひ
ら
」、
地
産
地
消

を
取
り
入
れ
た
定
期
市
「
な
り
ひ

ら
風
の
市
」
な
ど
で
通
年
の
賑
わ

い
創
出
し
た
取
り
組
み
が
評
価
さ

れ
た
。

　

国
で
は
、
商
店
街
な
ら
で
は
の
取
組
み
を
通
じ
、
地
域
活
性
化
を
図

る
全
国
七
七
商
店
街
を
選
定
し
、
そ
の
中
に
富
山
市
八
尾
町
の
「
上
新

町
商
店
街
」
が
選
ば
れ
た
。

商店街賑わいづくり「なりひら風の市」

◎気くばり、気働き
　お客様に喜んでもらい、満足した時間を過ごして頂く
ため、細やかな気くばり、気働きを大切にしている。奥
様は、箸入れの一つ一つに真心を込めた「手作り人形」
の楊枝入れを飾りつけたり、店内のあちこちを季節の草
花でしつらえたりと心暖まる演出をしている。夫婦共に身
だしなみと清潔感には充分過ぎるくらい気を使い、さわ
やかな笑顔で、もてなす“熱い心”が伝わってくる。
◎商売熱心
　地元小矢部の料飲組合のスタンプラリーへの積極的な
参画や小矢部市プレミアム付き商品券の活用。
　また五箇山豆腐、山菜を生かした新しいメニュー作り
な ど 時 間
を惜しまず
研究開発す
る、何事に
おいても意
欲旺盛であ
る。

　昭和 56 年、石動駅前 ( ﾃﾅﾝﾄﾋ ﾙ゙ ) にて一品料理・天ぷ
ら専門店として創業。
　店名の「美濃吉」は、岡部店主 ( 夫婦共に ) が五箇山
出身ということもあり、お客様から「自然的で、親しみが
あり、末永く愛される、そういうお店でありたい」との
願いを込めて命名。平成 4 年に駅南の現在地に新店舗を
開設・移転した。平成 20 年にはお客様のニーズに応じ、
客室等を重点的にリニュ－アルし、落ち着いた雰囲気のあ
る飲食店として支持を得ている。
◎食の安全・安心を第一主義に
　店内は、落ち着いた家族的な雰囲気で食事を楽しむこ
とができる。主人は、新鮮な料理を常に提供することを
モットーに、お客様第一で「安全・安心」を心掛け、注文
を受け、お客様の顔をみてから料理にとりかかるという
徹底主義で、定員を超えるお客様が来店された場合は、
お断りをすることもあるこだわりようである。
　また、地元小矢部を愛し、地産地消の精神のもと、食
材も地元産の「とれたて小矢部たまご (小矢部産米で育っ
た鶏の新鮮たまご )」や米等を使用し、夏場には自家栽
培野菜など、まちがいのない素材を吟味して、お客様に
提供している。

★

←金沢

←

加越木工

綾子交差点

小矢部
郵便局

ピアゴ（ユニー）

（旧8号線）
いなば農協

JR石動駅

高岡→

美濃吉（みのきち） 美濃吉（みのきち）へのアクセス
・石動駅より徒歩で 5 分
・小矢部ICより車で15分

「
上
新
町
商
店
街
（
富
山
市
八
尾
町
）」

「
上
新
町
商
店
街
（
富
山
市
八
尾
町
）」
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利賀とがめん麺祭り
２００９庄川水まつり
あさひまつり
太閤七夕まつり
入善ふるさと七夕まつり
有峰森林文化村祭り
ユカタデダンス
第２１回下条川まつり
つざわ川まつり花火大会
峡谷花火響宴
おわら風の盆前夜祭
市の里福野ビッグ夏の２・７市＆
スキヤキ・ミーツ・ザ・ワールド2009
華街道くれは祭り
安田城月見の宴
夏まつりＲＩＶＥＲＳＩＤＥ２００９
フリーマーケット庄川なんでも市
２００９おおしま商工まつり
熊野神社稚児舞
越中おわら宇奈月

７／３１（金）～８／１（土）
８／１（土）～２（日）
８／１（土）～２（日）
８／２（日）
８／５（水）～７（金）
８／８（土）
８／８（土）
８／１３（木）
８／１５（土）
８／１８（火）
８／２０（木）～３０（日）

８／２１（金）～２２（土）

８／２２（土）
８／２２（土）
８／２３（日）
８／２３（日）
８／２３（日）
８／２５（火）
８／２５（火）～３１（月）

利賀とがめん麺祭り実行委員会
庄川水まつり実行委員会
あさひまつり実行委員会
千成商店街（協）
入善町商工会
富山市南商工会大山支部
南砺市商工会福野事務所
射水市商工会小杉支所
津沢商工会
黒部・宇奈月温泉観光協会
おわら風の盆行事運営委員会

南砺市商工会福野事務所

富山市北商工会呉羽支所
安田城月見の宴実行委員会
小矢部商工会
庄川なんでも市実行委員会
射水市商工会大島支所
教育行政センタ－
黒部・宇奈月温泉観光協会

0763－68－2111
0763－82－6841
0765－83－2280
0766－56－0874
0765－72－0163
076－483－1420
0763－22－2536
0766－55－8023
0766－61－2356
0765－65－0022
076－455－3181

0763－22－2536

076－436－0135
076－469－2495
0766－67－0756
0763－82－1155
0766－52－1329
076－465－3113
0765－65－0022

イベント名 開 催 日 お問合せ先

８月月各地の

金融実態調査に
　 　　  ご協力ください
　県商工会連合会では、県下商工会
地区の小規模企業等の金融に関する
実態や動向を把握し、小規模企業金
融の円滑化の促進を目的に、金融実
態調査を実施しています。
　営業状況や金融機関との取引状況
など、平成 21年 7月1日現在の状
況について回答いただきます。
　商工会の経営指導員より依頼があ
りましたら、ご協力をお願いいたし
ます。

　

協
会
け
ん
ぽ
（
全
国
健
康
保
険
協
会
）
の
健

康
保
険
の
保
険
料
が
、
全
国
一
律
の
保
険
料
率

（
八
・
二
％
）
か
ら
都
道
府
県
ご
と
に
決
め
ら
れ

た
保
険
料
率
に
移
行
し
ま
す
。
富
山
県
で
は
、

九
月
分
保
険
料
（
一
般
の
被
保
険
者
に
つ
い
て

は
十
月
納
付
分
、
任
意
継
続
被
保
険
者
に
つ
い

て
は
九
月
納
付
分
）
か
ら
の
適
用
で
、
保
険
料

率
は
八
・
一
九
％
と
な
る
。

　

な
お
、四
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で
の
方（
介

護
保
険
第
二
号
被
保
険
者
）
は
、
こ
れ
に
全
国

一
律
の
介
護
保
険
の
料
率
（
一
・
一
九
％
）
が

加
わ
る
。

《
お
問
い
合
わ
せ
先
》

　

全
国
健
康
保
険
協
会
富
山
支
部

（
☎
〇
七
六
｜
四
三
一
｜
六
一
五
六
）


